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環境保全の大切さを伝える
自然体験・地域交流の創出

 埼玉県狭山市活動地域

課　題
水辺で外来植物のハリエンジュにアレチウリがはびこり、これを剪定、伐採
を行い整備し、周辺の清掃活動とともに子どもたちに自然保全の大切さを
知ってもらう活動としていく。

目　標
環境保全の大切さを伝える環境学習並びに地域交流の創出を達成するこ
と。

活動内容と成果
事業計画のとおり進めることができず地域活性化を進めることがかなわな
い結果となり残念である。しかしながら水辺周辺の整備清掃活動は会員並
びに事業に携わる予定のボランティア等の助けにより大きな成果を得るこ
とができたと感じている。その1は明治記念館にて行われた内親王佳子様の
ご参加を頂いた「都市緑の三賞」にて全国10団体の中に奨励賞として受賞で
きたこと、その2は彩の国埼玉環境大賞を県知事より受賞できたことが大き
い。

1年目の後半より2、3年と新型コロナウイルスによる事業自粛により
思った活動ができず残念な結果となったこと。しかし水辺周辺のポ
ケットガーデンづくり、県や市の管轄周辺の清掃活動によりテレビ局
の取材を受け放映、知事公邸における大賞受賞も放映されるなど活動
に花を添えることができた。

全助成期間の活動を振り返って
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田んぼ田植え体験
参加者 80 人
自然保全整備清掃
参加者 154 人

今年度計画の達成度 30 ％

目標達成度 30 ％

実 践

LOVE BLUE助成

3年目

ご支援いただいた期間に目標とした環境保全の大切さを伝える自然体験・地域交流の創出の結果を出せず悔やまれるところだ
が、次の機会があれば再度挑戦し良い結果を報告したいと思う。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
田植えのソーシャルディスタンス、
大声の禁止、トイレの確保。

■工夫した点
田植えの家族単位による作業、遊び、
点検者の配置、協力者の行動など。
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